
１．緑化関連計画策定の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関
連 

富 良 野 市 緑 の 基 本 計 画 改 定 

昭和 48年 

都市緑地保全法制定 

昭和 60 年 
富良野市緑のマスタープラ
ン策定 

昭和 61 年 
富良野市緑化推進条例制定 

平成 16年 

「景観緑三法」成立 

都市緑地法へ改正 

平成 2 年 
“み緑アップふらの” 
緑化基本計画策定 

平成 6 年 
“み緑アップふらの” 
緑化事業計画策定 

平成 10 年 
富良野市都市計画マスター
プラン（都市マス）策定 

平成 14 年 
富良野市緑の基本計画策定 

平成 22 年 
富良野市都市計画マスター
プラン（都市マス）改定 

高度経済成長期に、開発が進んでいた都市周辺における緑の保全

を目的として制定 

関
連 

関
連 

関
連 

都市緑地保全法に基づき策定 

富良野市緑化推進条例に基づき策定 

緑の基本計画（緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画）を策

定することが盛り込まれる 

緑化基本計画の事業計画として策定 
計画期間 平成 6 年度~10 年度 

平成 6年の都市緑地保全法の改正に基づき
都市マスを上位計画として策定 
目標年次 平成 29 年度 

 

都市緑地保全法に基づき策定 
この条例に基づき富良野市緑化審議会設
置（昭和 62 年度～） 

平成 5 年の都市計画法改正により、都市計
画を施行している市町村は計画を策定 
計画期間 平成 10 年度～29 年度 

平成10年策定都市マスの中間年の改定（第
2 次都市マス） 
計画期間 平成 23 年度～42 年度 

景観緑三法～景観法、景観法の施行に伴う関係法律の整備等に関

する法律、都市緑地保全法の一部を改正する法律 

都市緑地保全法→都市緑地法 

平成 6年 

都市緑地保全法改正 

【資料 １】 



２．富良野市緑の基本計画 

 ①緑の基本計画の策定 

緑の基本計画は、都市計画マスタープラン（以下「都市マス」）の対象区域と同様に、都市計画

区域【注 1】を対象区域とし、計画期間も都市マスの計画期間にあわせ、目標年次を「平成 29（2017）

年度」としています。 

  また、緑の基本計画では、都市マスのイメージである「まちごと公園に向けて」というキャッチ

フレーズを継承し、都市計画区域を一つの大きな公園に見立て、大きな公園を創り出すイメージ

でまちづくりの基本方針が設定されています。 

  都市マスの基本方針のうち「自然環境の保全、公園緑地」「都市景観」「都市防災」の 3項目につ

いて、方針の推進に向けた施策が盛り込まれています。 

 

 ②都市マスとの関連 

  上位計画である都市マスについては、平成 10年の策定以降、少子高齢化、人口減少、環境問題

等の社会情勢の変化や、まちづくり三法【注 2】などの関連法改正を踏まえ、平成 23年 2月に第 2

次都市計画マスタープランへと改定しています。 

  都市マスの改定を踏まえ、今後、緑の基本計画の改定に向けて議論を進めていく必要がありま

す。 

 

【注 1】 都市計画区域（別添～富良野市都市計画図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注 2】 まちづくり三法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都市計画運用指針（国土交通省）～「市町村の行政区域にとらわれず、土地利用の状況および見通

し、地形等の自然的条件、通勤、通学等の日常生活圏、主要な交通施設の設置状況、社会的、経済的

な区域の一体性等から総合的に判断し、現在および将来の都市活動に必要な土地や施設が相当程度そ

の中で充足できる範囲を、実質上一体の都市として整備。開発および保全する必要のある区域として

指定する」とされています。 

 富良野市では 2,227ha が指定されています。 

 「都市計画法」「大規模小売店舗立地法」「中心市街地における市街地の整備改善および商業等の活

性化の一体的推進に関する法律」の三法。 

 平成 10 年に、地域の実情を反映したまちづくりをめざして改正・制定されました。 

平成 18年には、少子高齢化社会に対応し、これまでの都市の拡大成長を見込んだ内容から、既存

ストックの有効活用と都市機能の集約促進等をめざしたコンパクトなまちづくりの一層の推進を図

ることを目的として見直されています。 



３．富良野市緑化審議会 

  

 

 

 

 

 

 

①審議会の役割 

・緑の基本計画の策定及び変更に対する調査・審議 

 ・緑の保全地区、保存樹木、緑化推進地区の指定に関する意見 

 ・緑化の推進等に関する建議 

 ・このほか緑化推進について市長が諮問した事項に対する調査・審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富良野市緑化推進条例より抜粋 

（設置） 

第19条 この条例により、その権限に属させられた事項及び市長の諮問に係る緑化の推進等に

関する重要事項を調査審議するため、富良野市緑化審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、緑化の推進等に関し必要と認める事項について、市長に建議することができる。 



４．緑の基本計画と実績との比較 

 ①緑の基本計画（見込）と実績の比較 

 

  人口（都市計画区域内） 

  年 次 平成 7年 平成 17年 平成 22年 平成 29年 

計画 
人 口 17.8 千人 18.3 千人 18.5 千人 19.0 千人 

世帯数 6,400 世帯 7,100 世帯 7,200 世帯 7,400 世帯 

実績 
人 口 17,810 人 18,509 人 18,432 人 17,819 人 

世帯数 6,835 世帯 7,795 世帯 8,025 世帯 8,092 世帯 

※実績は国勢調査（平成 29年は平成 27年国勢調査結果） 

市街地の規模 

  年 次 平成 7年 平成 17年 平成 22年 平成 29年 

計画 

市街地人口 16.7 千人 17.13 千人 17.5 千人 18.0 千人 

市街地規模 565ha 584ha 654ha 812ha 

人口密度 29.6 人/ha 29.3 人/ha 26.8 人/ha 22.2 人/ha 

実績 

市街地人口 16,739 人 17,427 人 17,448 人 16,894 人 

市街地規模 565.2ha 565.2ha 565.2ha 565.2ha 

人口密度 29.6 人/ha 30.8 人/ha 30.9 人/ha 29.9 人/ha 

※実績は国勢調査（平成 29年実績は平成 27年国勢調査） 

 

  計画（見込）の数値では都市計画区域内人口や市街地人口が増加する見通しとなっていますが、

実績（国勢調査）では、都市計画区域内人口と市街地人口は増加に至っていません。また、計画で

の市街地規模は拡大を見込んでいましたが、現状では横ばいとなっており、拡大はしていません。 

  平成２２年に改定した第２次都市マスでは、すでに人口減少を見込んだコンパクトな都市構造

を方針としていますが、改定を行っていない緑の基本計画では、実績との相違、また、都市マスと

の整合がとれていない状況にあります。 

 

  都市公園（都市計画区域人口１人あたりの目標水準） 

  年 次 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 29年 

目標 
面 積 33.56ha 92.71ha 212.46ha 322.94ha 

１人当たり面積 18.84 ㎡/人 50.66 ㎡/人 114.84 ㎡/人 169.97 ㎡/人 

実績 
面 積 33.56ha 45.10ha 45.39ha 45.49ha 

１人当たり面積 18.84 ㎡/人 24.37 ㎡/人 24.63 ㎡/人 26.92 ㎡/人 

※実績は建設水道部都市建築課調べ（平成 29年実績は平成 28年度末の都市公園等整備現況調査） 

  

 目標の面積は、空知川河川敷地における緑地整備や新たな宅地造成による市街地の拡大を見込

んだ設定となっているため、実績と大きく差が生じています。 


